令和８年度　大分市豊予海峡交流促進補助金　（概　要）

「大分市豊予海峡交流促進補助金」について　
1． 補助対象者
大分市または愛媛県に活動の本拠を置き、経済、文化、スポーツ、観光その他
圏域の発展に寄与する活動を行う団体等

2． 補助対象事業
大分市内及び愛媛県内で開催されるイベント等
※豊予海峡ルートの実現に向けた地域間交流の促進に資するもの

3． 補助対象経費
	イベントの主催・共催・後援を行う者
	開催場所
	補助を受けようとする団体等
	補助対象経費
	備考

	大分市に活動の本拠を置く団体等
（行政以外の団体）
	大分市内
及び
愛媛県内
	イベントの主催等を行う当該団体等
	別表（※）のとおり
	　

	
	大分市内
	イベントに愛媛県内から参加する団体等
	別表（※）のうち、
補助事業者の
構成員旅費のみ
	　

	
	愛媛県内
	イベントに参加する大分市の団体等
	別表（※）のうち、
補助事業者の
構成員旅費のみ
	当該イベントについて、愛媛県の市町または愛媛県内の団体が主催・共催・後援しているものに限る

	大分市
	大分市内
	イベントに愛媛県内から参加する団体等
	別表（※）のうち、
補助事業者の
構成員旅費のみ
	　

	愛媛県の市町または愛媛県内に活動の本拠を置く団体等
	愛媛県内
	イベントに参加する大分市の団体等
	別表（※）のうち、
補助事業者の
構成員旅費のみ
	　


　　（※）別表
	補助対象経費
	・会場使用料
・謝金
・講師等旅費
・補助事業者の構成員旅費（大分県と愛媛県を直接結ぶフェリーを利用する場合に限る）
・印刷製本費
・広告宣伝費
・資材運搬料
・デザイン委託料
・ホームページ製作委託料
・ＰＲ用品作成に係る経費
・記録用写真現像経費
・事務用文具購入費
・通信運搬費
・機材等賃借料
・その他市長が地域間交流の促進に資すると認めるもの



4． 補助金額
補助対象経費の５分の４
※ただし、一対象団体等につき、一年度あたり１０万円を限度とする。


補助対象経費の旅費について
別表（※）に定める補助事業者の構成員旅費は、大分県と愛媛県を直接結ぶフェリーを利用する場合に限り、補助の対象経費とします。
なお、対象となる経費は以下の通りです。

1． フェリー等の船賃
2． JR、私鉄などの鉄道賃
3． バス、タクシーの乗車賃
4． レンタカーの借り上げ費用（ガソリン等の燃料費は対象外）
5． 有料道路代
6． ホテル等の宿泊料（食費や土産物購入費用などは対象外）
7． 宿泊に伴う駐車場代

　＜注意事項＞
★観光目的の費用（観光バスや観光地の駐車場代等）など、イベント等と無関係な費用は、対象経費として認められません。
★宿泊料は、一人一泊１２，０００円までを対象経費とします。
★移動に係る経費について、片道のみフェリーを利用する場合は、フェリーを利用した片道にかかる経費のみ対象経費とします。
★天候不良等により、やむなくフェリーを利用することができなくなった場合は、ご相談ください。


申請から交付までの流れ
１．申請する前に、イベント等の内容を企画課広域連携推進室まで相談

２．補助事業実施日の１４日前までに、交付申請書等（※1）を大分市に提出
（※1）交付申請書、事業実施計画書、収支予算書、誓約書、積算内容の資料

３．大分市が交付決定(交付決定通知を発送)

４．補助事業実施後、事業完了後３０日以内（もしくは年度の末日のいずれか早い日まで）に、実績報告書等（※2）を大分市に提出
（※2）実績報告書、事業実施報告書、収支決算書、領収書等
対象経費に変更がある場合は、変更承認申請書等（※3）を提出
（※3）変更承認申請書、事業実施計画書、収支予算書、変更内容の資料

５．大分市が補助金額を確定（確定通知書を発送）

６．確定後、交付請求書を大分市に提出

７．大分市が補助金を振込

＜注意事項＞
★交付申請には、積算内容がわかる資料を提出してください。
※予約情報の画面コピーなどでも可
★実績報告には、領収書など支払額が確認できる資料を提出してください。
※領収書等が確認できない費用は、補助の対象にできません
★交付申請時には積算していなかった経費も、実績報告の直前に、追加経費を含めた
変更承認申請書等を提出していただければ対象にすることは可能です。
※減額の場合も提出が必要
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